























































































































































































































































































多様性などを大切にしようと, ①環境保全, (彰街のインフラ, ③街づくり計画, ④地域物産の利
湯西川温泉・再活性化に向けての序論















































































































































































































は「自然」, 「環境」, 「教育」, 「健康」,などを絡めたテーマが記事になりやすい。つまり,港
西川が持つ諸要素は,時代とメディアのニーズにもマッチしているのである。また,湯西川を
訪れたメディアのコンタクトは,コンピュータに一元管理したいoそして,常に湯西川や近辺
に関するニュースを流したり,イベントの告知を依頼したり,ときにはメディアのスタッフ向
けに家族優待などの案内を行う。この面でも国内各地や諸外国との溌争は激しい。個々の事業
者任せではない,地域全体(観光協会あるいはさきに述べたNPOなどが中心となる)での取
り組みが必要である。
(動　ホームペ-ジを魅力的に(英文も)
すぐに大きな反応があるとは考えにくいが,東京などにある外国人コミュニティは,湯西川
にとって有望である。もちろんこの先,海外からのインバウンドもまた然り。英文のホーム
ページなど,今後の準備としては,日本語の魅力的なものと同様,きわめて無視できない役割
を果たすことになる。
(彰「美しくなる湯」の訴求を
美人・美白・美肌,若返りの湯,あるいはアンチ…エイジング,という誘い文句が妥当かど
うかは別として,柔らかな,若々しい,あるいは赤ちゃんのお肌のような肌になれる,といっ
温泉街上流にある吊り橋からの風景。正面にある物置きが,せっかくの湯西川風景をそこなっている
湯西川温泉,再活性化に向けての序論
た湯西川が胸を張って誇れる泉質のPRは,もっともっと積極的に行われるべきである。まし
てや,メインの市場が女性層であることを考えれば,ここはやり過ぎくらいでちょうどいい。
この心理効果は非常に大きく,大切である。 「お客さま,ここの温泉はきれいになりますから
ね～」と,仲居さんも他のスタッフもさりげなく言うことである。パンフレットにも,部屋の
案内にも書いておく。
温泉の効果は温泉そのものだけにあるのではないO湯西川の空気,緑,渓流,人,食べ物.
ゆったりした雰囲気,などの諸条件が重なり,ようやく効果が何倍にもなって現れるO当然の
ことながら,湯西川効果は湯西川でしか得られない。ヨソで得られるものとは違うのである。
お湯の効能とともに,女性がそう信じてくれれば,効果は一層高くなるO　自分は美しくなった
という当人の自身が,実際に当人を美しくするo　よく言われるプラシーボ(偽薬)効果だが.
医学的にも認められている人間の体と精神の不思議な交感であり,都会やその近郊の日帰り温
泉などが逆立ちしてもまねができないOこうした面からも,湯西川がその自然環境を完撃に保
全する,というのは最低限確保しなくてはならない条件である。湯西川というかけがえのない
環境全体が,湯西川の湯の効能を何倍にも引き上げる0
4)商品としての湯西川が提供すべきメニュー
①　連泊用体験活動を
ハイキングコースの教本, 1時間から1EEコースまで,気軽に歩ける散歩・ハイキングコー
スが不可欠であるOフリーウオークのほか湯西川として,ガイドさん付きコースを用意し,自
然観察などができるものとすることができるなら,なお望ましいO
地元の料理教室,野草摘みやきのことり体験,温泉エステ,星空観察,月夜のハイキング,
野鳥観察,などなど,知恵を絞ればとくに中高年女性に受けそうな体験活動メニューは豊富に
用意できそう。静かな風の昔を開く,谷川のせせらぎに耳を傾ける.舞う雪を見る。そんな何
気ない瞬間が「しあわせ感」につながるO
何もしなくていい,しかし.何かしたいなら湯西川ならではのメニューがいろいろ選べる,
という品揃えがないと,連泊への誘導が難しいO
②　渓流の川床料理
夏季などはとくにこれが欲しい。またハイキング用のお弁当メニュー。夕食も時には屋外で
バーベキューにしてみるとか,何が何でも囲炉裏料理,というプレゼンにこだわる必要はな
いo客にとっては選択肢が多いほど嬉しい。
⑨　近辺の観光ポイント
湯西川から日帰りで行ける観光筒所をいくつか紹介し,滞在中の過ごし方の中に組み込める
ようにするOあれもこれもと忙しいスケジュールを勧めるわけではないが, 「暇をもてあま
す」というネガティブな評価にならないよう,選択肢は多く用意するに越したことはない。何
もしなくてよし,してもよし.なのであるo
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湯西川いちばんの見どころ「平家の里」の入り口近くに,なぜ日光の宣伝旗がひるがえっているのだろう
(彰　個人顧客へのサ-ビスの特化
比較的いい個人客に的を絞り,部屋とサービス面での差別化を関る。顧客が時間を自由に使
うことを妨げないCホスピタリティ・サービス.マナーにたけた専任のスタッフを配してお
く。アメニティのレベルをしける,食事素材の質をしげるなどにより,価格面の格差をも思い
切ってはっきりさせ.上級顧客の連鎖およびリピーター化を狙いたい=　反応を見ながら.この
部屋数を多くしてゆく。
5)価格戦略
①　連泊料金
2泊目13泊目の料金を割り引くOあるいはミッドウイーク連泊パッケージなど,なるべく
湯西川にゆっくり滞在してもらいやすい仕掛けにより, 「安らぎの湯西川」の満足度を高める
ことにつなげたい。もちろん客室稼働率を高められることになる。
(塾　価格柔軟性
濡要の季節波動を注意深く読み,低需要期における「期間限定誘客プラン」,ならびに.逮
泊を織り込んだりなどの,思い切った低価格を導入してみるO若干程度では効果が薄いので,
「破格の」仕掛けを行いたいO　とくに中高年の客層は,週末やピーク時の旅行に出かける必要
がないoなるべくいろいろなアイディアを投入して,需要の平準化を促進するO　これに成功す
れば,全体の単価を少しずつしげてゆくことができる。
しかし「安かろう悪かろう」のサービスによる顧客満足駿の低Fは,断じて避けなければな
らない。
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③　オフ期の仕掛け
「期間限定」, 「今だけ,ここだけ,あなただけ」といった何らかのアイディアを,できるだ
け多く考えたいO魅力はつくることができるo同じような魅力のない商品なら,価格競争に走
るしかなくなるであろうo Lかし賢明な消費者は,価格自体の安さそのものに感謝してくれる
ことはないO何らかの付加価値があってこそ,初めて評価の対象となるD
(彰　価値を上げ価格を上げる
サービスにスケールメリットはないo　きちんとしたサービスにはお金がかかる。きちんとし
た客層はこれに対するわきまえがあり,それなりの対価を支払うことに蹄樺はないo Lかし,
不満足に対しての評価もまた,きわめて厳格である。
温泉地としての湯西川のイメージ作り,環境全体の上質なブランド戦略の重要性はここにか
かっているo他地域の多くはその持てる自然を犠牲にしつつ,人工的なアメニティ空間をつく
ろうとして多くを失ってきたO幸いに湯西川は,その逆を取ったマーケティング戦略をとるこ
とができるo　自然・環境…健康志向という社会の風潮を,湯西川にとっての大きなチャンスに
変えなくてはならない。
市場においては,中間層の減少に伴い下流にシフトした部分は多いが,同時に上流にシフト
した部分もまた増えている。
6)流通について
(D　旅行会社
最近の旅行会社は,自社の企画力にあまり重点を置いていない。それだけに,地域における
自律的なブランド形成やサービスの開発.提供を歓迎するO積極的な提案を不断に届けたいO
また,価格競争に煩わされることのない地域ブランドの確立は,彼らにとっても大きなメリッ
トである。大切な固定客に対する質の高い,多様な商品やサービスの提供こそが,これからの
旅行業の生き残りの道にもつながっている。同じ収入を得るための扱い人数は,少なければ少
ないほうがサービス業としては望ましい。
共通の利害関係者として(最近ステークホルダーなどというが).対等の立場に立った発想
をしてもらえない旅行会社とは,あえて取引をしないこともありえよう。あるいは,特定少数
の会社と,しっかりした取引を行うという選択肢もある。
パッケージツアー商品に組み込んでもらう場合,必ず企画担当者に現場に足を運んでもら
い,実際のサービスを体験してもらうことo安易な商品化,安易な送客は,十全な顧客満足に
はつながりにくいからである。担当者に,湯西川の魅力を十分理解してもらい,彼らをもフア
ンにしておくことが重要である。そしてメディア同様,不断のコンタクト,コミュニケーショ
ンを心がける。
(塾　ダイレクト・マーケテイング
販売面での経費削減のためには,インターネットによる顧客へのアプローチを活性化させて
ゆかなくてはならない。この点からすると,旅行会社を通じてのビジネスは限定せざるをえな
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い局面があることは,ツーリズムでは常識化してきたO
さらに,経費面だけでなく,効率的な顧客管理や,顧客満足度を高めてゆくためにも,ダイ
レクトマーケティングの必然性は高い。経営規模の小さなところほど,当然のことである。
販売効率と利益率のバランスを見ながら,在庫の管理とイールド・マネジメントを精密に行う
ことが求められているが,コンピュータやインターネットの活f削こよってずいぶんやりやすい
環境ができてきた。 PRという側面からもインターネットは重要であるoいい評価であれ悪い
評価であれ,お客の声は時間と空間を超え瞬時に広がるo　これを上手に活用しない手はない0
7)外国人観光客への取り組み
日本国内の観光市場は最近の10年,横ばいないし下降気味を続けているo全体的経済動向
や,総人口の漸減という現象からは,国内観光需要の拡大は悲観的であるo Lかし海外からEI本
への観光客はこれからずっと多くなる可能性がある。現在日本への観光客(インバウンド)は年
間700万人前後に過ぎず,英国の7分の1を下回る。これは今まで国が国際観光客誘致をほとん
どしてこなかったせいであり,すこし本気で国が取り組むなら, 3000万人から5000万人のレベ
ルまで伸ばすことはそう難しくない。日本が持つ四季の魅力,流氷からサンゴ礁までの多彩な自
然,温泉や食の魅力,行き届いた観光インフラ,安全で平和な社会,安定した経済,古くからあ
る歴史文化O　これらのどれ一つとってみても,諸外国に比べ決して遜色はないOあるいは日本人
がいささか自信喪失気味であるに過ぎず,国際比較では断然優位に立っている。
国内旅行市場は10年現在でざっと3億泊。インバウンドが1000万人増えると,低く見積もっ
ても,これを10-15%は押し上げることになるだろうOつまりインバウンドが3000万人レベル
このコンクリート壁をなんとかできないものだろうか。あまりに渓流の風景を殺してしまっている
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になれば,国内需要が5割ていど増えるのと同様の結果をもたらすのである。日本にとっては,
経済的に今後有望な分野として観光が筆頭に挙げられる,あるいはその気になればすぐにでも伸
ばせる分野は観光以外においそれと見つからない,ときえいえる状況にあるO　中国や韓国以外に
ち,アジア諸国の経済成長は相当順調であり,彼らが日本というデスティネーションにそそぐま
なざしは熱い。マーケテイングのやり方ひとつで,欧米方面からの訪日客だって,まだまだ増や
すことができる。
こうした状況の中では,日光国立公園の奥座敷ともいえる湯西川のロケーション,あるいはそ
の持てる諸条件は,相当有望であるo Lたがって観光事業者個々の取り組みはもとより,地域全
体としてのインバウンドを視野に入れた,観光政策推進を図らなくてはならないo　日本政府観光
局との連携や.インターネットをうまく活用した湯西川のPR戦略を,ぜひ積極的に推進した
as
おわりに
以上,湯西川の自然環境の保全にもとづく景観形成に始まり,観光ビジョン,水の郷,ヴラン
ドとマーケティング戦略などにつき,問題点や可能性をこまごまと述べた。重ねて言うが.大切
なことは,できることから有志があつまり,ピジョンや戦略を共有して,具体的な作業に着手し
てゆくことである。ここにはそうしたプロセスへのヒントを列記したに過ぎない。
おそらく湯西川がこれから新しい人気を杜得するためには.温泉街の街並みを美しく,のんび
り散策できるような環境に.再生させられるかどうかにかかっているC　中高年の女性観光客ある
いは湯治客が,浴衣がけで散策しながら串団子でも頬張るD　あるいは木陰のベンチや床凡にかけ
て談笑できるような雰囲気づくりO外からの車をどうコントロールできるかO本文の3-3)で
述べた車社会との住み分け策がひとつのカギとなるだろう。住民一人ひとりが「どんな観光地や
温泉街に魅かれたか」, 「どんな町に住みたいか」,を思い出してみる。 「住んでよし」がなけれ
ば, 「訪れてよし」はありえないo地域の魅力を高めるのは観光業関係者の力だけでは不可能で
ある。
またツーリズムには,若い人や,女性たちの知恵と力が必要とされている。湯西川の将来は,
若い力と,しなやかな女性たちの感性にかかっているといっても言い過ぎではないO湯西川があ
またの観光地…温泉地との競争に勝ち抜き生き残ってゆくためには,占い叡智と新しい力が,ど
こまで協働しあえるかにかかっているo　あきらめて「醜い衰退」に向かうのか,力を合わせて
「美しい成熟」に向かうのか,遠くないうちに答えを出さなくてはならない。 「執念ある,可能性
からの発想」をつねに念頭におきたいO
さきに提案したような新しい活性化会議といった組織が実現し,そこが中心となって,新しい
渦を巻き起こしてくれることに期待したいo　あきらめることなく走り続けるうちに.賛同者は増
え,新たな知恵もまた加わるに違いないo　はじめから多くの賛同を得ることは難しいが…　強い意
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志が将来を保証するO大きな運動は必ず, 「まず瑚笑,次に議論,蚊後に採択」.というプロセス
を軽なくてはならないという。
たぐいまれな森林と澄みきった渓流,平家の里という伝統文化,美人…健康の湯という3点を
しっかり守り育て,未来につなげる意思のもとに住む人たちの協力があれば,おのずから人はや
ってくる。それが「湯西川ブランド」の確立である。
